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古ノルド語・sk動詞について

エッダ神話詩での実例分析

IDUN V01.14 ・ 20田

1.序

ゲルマン語のーつである古ノルド語の動詞には語尾に・sk をとるも

のがある(以下、sk動詞と呼ぶ).本論では以下に挙げる文法書におけ

る、sk 動詞にっいての記述をまとめ,エッダ神話りにおける実例を

分析する.

()内は本論で引用する際の略語およぴ当該ページを示す.

・ Nygaald, M.1865-1867.五ddaspr08ets syntαχ 1-11. Bergen: Ed. B.

Giertsen.(Nygaard ES,49-57)

Nygaard, M.1906. Norrφ11 Sy11tαχ. OSI0: Aschehoug. Reprinted 1966

(Nygaa血 NS,154-174)

Hansen, Eskil, Else Mundal & Kare skadberg.1975.Ⅳorrφπ 8rα1↑1・

肌αtikk. OSI0: universitetsforlaget.(Hansen eια1.,109-110,

153-154)

Iversen, Ragnvald.1984、 Norrφπ 8rα抗n1αtikk.フ. utgave revidert ved

E. F. Halvorsen. OSI0: Aschehoug.(1Versen/ Halvorsen,120-121,

149-15の

堀井祐介

2."sk 動詞の形態について

まずはじめに,、sk 動詞の形態について各文法書の記述をまとめてみ

る.

Nyga釘d ES (PP.49-52)

形態としては,再帰代名詞を動詞に付けることにより特徴づけられ

る.しかし古代の言語においては,この表現から徐々に特徴的な動,

詞表現が発展していった.この中動態つまり再帰形はまさに,再帰代

名詞を接尾辞として付けるラテン語の受動と同じである.古ノルド語

ではラテン語と同じように 3 人称単・複の再帰代名詞 Sik をつける

これには能動形と同じように,3 人称だけでなく,2 人称も,後に,

なって 1人称も同じである.しかし,「エッダ詩集」では 1人称の不定
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詞形は単・複ともに mk をつける(mik が再帰代名詞として用いられる).

Nygaa司 NS (PP.154-155)

動詞の再帰形は(後置定冠詞と同様に),ノルド祖語から古ノルド語

が形作られる際に出現したものでノルド祖語や他のゲルマン語には,

無い,古ノルド語特有のものである.語尾の・sk (・.k,・zt,・Z,・st)は Sik

から生じたと考えられている.それと同様に,あらゆる状況を考慮す

ると,語尾の一mk は mik から生じており,・msk,・mzk,・mzt,・mz,・mst

は・sk,・zk,・zt,・Z,・st 形の影響を受けて作られたと考えられる.

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

Hansen et α1、(PP.109-11の

ゲルマン語における古い中動態(本質的に受動の意味)は,比i仏の

現在形にその名残りをとどめるのみである.一方で,代名詞 mik(meり,

Sik(sa)と動詞の能動形とが接辞的に結びついた新しい中動態が発達
した. mik の短縮形一mk や mer の短縮形・m が 1 人称に結合され,sik

の短縮形一sk や Ser の短縮形、S が他の人称の全ての動詞形に結合さ

れている(、mk,、.k が一番一般的である).
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k町Sen/ Hal"orsen (PP.120-121)

動詞のこの形態はノルド語に特有のものである.これは能動形に人

称代名詞が前接的に結合することにより出来たものである.・mkくmik,

、m く*mR く*meR (最初は与格支配の動三司),、sk く Sik,、S く*SR く*seR.

これらの語尾のうち・mk,・sk が最も一般的である.その起源に対応し

て・mk が動詞の 1人称単数形に対してのみ用いられ,・sk はその区別

なく動詞のその他の人称形に対して用いられるように分かれている,

(・sk は 1人称単数に対しても用いられ一mk を駆逐する).それぱかり

でなく様々な方法で語尾屈折において類推が働いた.こういう風に,

して発生したこの新しい動詞の形態は,一部には再帰,一部には相互,

一部には中動,一部には受動の用法を持つようになった.受動は特に

学術的文体に用いられた.

以上,、sk動詞の形態についてノルウェーの新旧文法書を見てきた

が,記述の仕方に差はあるものの,・sk動詞は動詞の能動形に再帰代名

詞の短縮形を前接的に付けて作られたという点では意見の一致を見て

いるように思われる.また,この形態的な成り立ち故に・sk 動詞は



本来は再帰の意味を表現するのに用いられていたという記述もいくつ

か見られた.

3.、sk 動詞の用法について

次に、sk動詞の用法についての各文法書の記述をまとめてみる.

Nygaard ES (PP.52-57)

再品

どうぃう動詞の動作が主語に帰ってくる(再帰)のかに応じて,中

動態のなかのいろいろな例を区別することが出来る.

.)再帰代名詞(または再帰的に用いられている人称代名詞)の対格

を伴う中動態.それらの代名詞は,動詞の目的語か,後に続く不

定詞の主語として理解される.中動態の対格目的語に,並置とし

てまたは述部として付け加えられる修飾語は,主語になり,主,

格で表される.

b)再帰代名詞の与格を伴う中動態.与格は,動詞に,通常の関与,

好意的か敵対的かの心情,具格的意味を付け加えるものである.

。)再帰代名詞の対格または与格を伴う中動態.前置詞を伴う.

柤互

中動態,再帰の意味から相互の意味が出てくる.相互とは,複数主

語が互いに影響を及ぽし合ったり,関わりを持ったりすることを表す.

中動態でしか用いられない動詞もある.再帰形ではあるが,再帰の意

味が一見まったく無いように思われる動詞に再帰代名詞がつくことに

よって,新しい能動の意味が出ている.再帰形のいくつかは,対格目

的語をとる.しかし,大半は与格目的語である.それは,与格が動詞

の表す動作の対象を表す場合と,関与を表す場合と両方があるからで

ある.

能動

最後のものとして,再帰形で能動の意味を表すものがある.再帰形

だけで行為の主語を強調する働きがある.元の動詞から意味の変わっ

ているものもある.

受動

再帰形で受動を表す場合もある.ラテン語の受動が本来再帰から発展

したのと同様に,比較的新しいスウェーデン語とデンマーク語の受動

もまた,再帰形から発展したものである.(ノルウェー語はその反対に

本来の意味を保っている.)しかしながら,一般的に「エツダ詩集」に関

n)UN V01.14 2000
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しては,再帰形は受動の意味では用いられていない.中動態が受動で

訳されている場合は,ほとんど別の説明がされている.受動の意味が

ある場合もある.それらは,表現を正確に理解していないか,または,

後の時代の用法への示唆である.

堀井祐介:古ノルド語、sk動詞について

Nyga釘d NS (PP.156-174)

しばしぱ本来の再帰の意味は多少ともあいまいになり,そのため変j

更された,もしくは新しい動詞の意味を取るようになった.

韻文においては,口語を基底とした文体と同様に再帰形が全体とし

て多く用いられる.一部,より本来的なものの痕跡が残っている(特

に・omk の形で)とはいうものの,一方で,学術的文体では特殊な類

推が働いている.ここでは,再帰形動詞の形は,ラテン語の腰着受動

態を反映させるのに用いられている.再帰の意味は,部分的に,受動

の意味と非常に近いので,簡単に移行しうる.したがって,口語を基

底とする文体において,言語の自然な発展と思われる再帰形の受動の

用法が存在している.しかし,この用法はそんなに頻繁にあるわけで

はなく,類推が全体に浸透したというわけではない.学術的文体にお

いて再帰形が(口語を基底とした文体においては W仏,"釘δ.を伴って

表される受動態か,または,不定主語とそれに続く補語を伴う能動形

の動詞で表されているような)あらゆる種類の受動の関係を表してい

るのは,外からの影響である.

日

再帰形は,再帰代名詞(または1,2人称の人称代名詞が再帰の意味

のとき)が対格で目的語として動詞に付加されたときに用いられる.

相互の意味

再帰形は相互の意味にも用いられる.複数の主語が互いに影響を及

ほしたり,その行為において互いにある種の配慮をしたり,互いにあ,

る種の関係に立つことを表す.このようにして,この形は大抵,再帰

の意味と同じように用いられるが,ただし,しばしば与格関係を内包

したり,前置詞支配を伴う点で違いがある

ナ ヨ
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音

能動形で「ある状態にする,ある状態をもたらす」という意味を表す

多くの動詞は,再帰形で「ある状態になる/移る/ある」を表す.

a)形容詞から派生している動詞で,性質や状態を表す動詞.

b)感情,気持ち,気分などの心的態度を表す動詞.

、

,
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(能動)音



C)始まり,終わり,停止を表す動詞.

d)破壊,堕落,腐敗,強化,改善を表す動詞.

e)始動,動き出させることを表す動詞.
再帰形で実際には能動形と同じ意味を表す動詞がいくつかある.何か

特別に,再帰形から出てきたとは考えられないが,特別な意味を表す

動詞もある.

受動●怠医

時々再帰形があまり厳密ではない表現において,受動態の代わり,

に用いられることがある.

r気づく理解する把握する,経験する,評価する」などの意味,,,,

を表す動詞は再帰形においてしばしば,受動にきわめて近い意味を

表す.しかし,それは受動とは完全に考えられていない.なぜなら

動作主が前置詞 afではなく,関与の与格で表されるからである.,

これらの動詞やそれに似た意味を持つ他の動詞の再帰形3人称単数

は主語のない受動表現として特に用いられる.「思われる」,「考えら

れる」などを表す動詞においても同様である.

純然たる受動の意味では,一般に口語を基底とした文体ではわずか

の動詞しか用いられない.

一方で,学術的文体において,ラテン語を規範にして,再帰形は広

範囲に,明確な受動の意眛で用いられる.そこでは,主語が影響に

さらされることを表し,そのため,論理的主語は前置詞 afによって

付け加えられている.

一部は学術的文体の影響から,また一部は上述の用法の類推から,

再帰形を受動の意味に用いる例が,時々口語を基底とした文体にお

いても見られる.

IDUN V01.14

Hansen el "1.(PP.153-154)

再昼困江

主語が主語自身に向けた行為を表す.

a)再帰の語尾が対格の再帰の直接目的語に代わる場合.再帰の語尾が
後に続く不定詞の論理的主語である再帰の目的語に代わる場合.

b)再帰の語尾が与格の再帰の直接目的語に代わる場合.

C)再帰の語尾が間接目的語に代わる場合.

d)再帰の語尾が前置詞に支配された再帰代名詞に代わる場合.(まれ)

2000
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相互困法

複数主語が互いに作用してあっていることを表す.再帰の語尾は上

述の再帰用法と同様に 4つのタイプ(a,b,C,ので再帰代名詞に代わる
ことが出来る.

起璽L里法(能動)

主語が新しい状態に入ることを表す.再帰形しかない動詞も一部あ

る.多くの場合,現代ノルウェー語に訳す際に受動にする.しかし,

表現としては受動ではないことは,形の上で人を与格の問接目的語で

表すことからわかる.行為者は afを伴う前置詞句で表さない.

受動長法

口語を基底とする文体において,ごく一部の動詞にしか受動用法が

見られない.しかしながら,この受動の用法は,少し特徴的である.

文法上の主語が影響を受ける行為を実行する動作主と考えるのはた,

いていの場合困難であろう.また,これらの動詞について最も重要な

ことは,多くの場合,起動を強調している点である.

一方で,学術的文体において再帰形はラテン語の屈折受動の例にな

らって,純然たる受動の意味で用いられることがよくある.つまり コ

文法的主語が動作の影響を受けていることを示している.動作を引き

起こす者(動作主)はしばしぱ壮を伴った前置詞句で表される.

堀井祐介:古ノルド語、sk動詞について

Ive玲en/ Hal"otsen (PP.149-15の

・sk動詞には以下のような機能がある.

雪温

再帰代名詞がそれぞれ,対格目的語,与格目的語,前置詞の支配を

受けている目的語として,また不定詞を伴った対格構文の主語として

用いられている場合.

柤互

再帰代名詞がそれぞれ,対格目的語,与格目的語,前置詞の支配を

受けている目的語として用いられている場合.

受動

純然たる受動の機能は,通例口語を基底とする文体において次のよ

うな動詞のみである.「気づく,理解する,評価する」などの意味を表

す再帰動詞は受動態にかなり近い.その表現方法は,行為者が前置詞

afを伴った副詞句ではなく,与格目的語で表される点が,受動とは異
なる.
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注:一連の動詞は再帰の本来の機能から離れ,状態の変化を表すのに

用いられるようになった.形容詞から派生した動詞,感情を表す動詞,

多くの移動を表す動詞などである.

宜且動

能動の意味を表す・sk動詞には,おそらく類似の意味を持つ再帰動詞

からの類推で作られたものもある.

注:、sk 形しかない動詞もある.

IDUN

以上の記述から、sk動詞には以下の 4 つの用法があると考えられる.,

・再帰

◇・sk動詞の本来の用法

◇主語がその動作の目的語である場合

◇動作主自身に帰する(動作主に関与する)行為である場合

・相互

◇主語が複数の場合

◇複数主語が互いに関与・作用している場合

・能動

◇能動形で「ある状態にする,ある状態をもたらす」という意,

味を表す動詞が・sk形になった場合

V01.14 2000
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◇起動(主語が新しい状態に入る)

受動.

◇「気づく理解する経験する,見積もる,議論する」な, ,,,

どの意味を表す一部の動詞

◇行為者を afで表す純粋な受動とは異なる

◇学術的文体で用いられる場合がある

4.エッダ神話詩における・sk動詞の実例

それでは,、sk 動詞は実際にどのように用いられているのかについ

て,エッダ神話詩での実例を紹介していく.エツダ神話詩での動詞デ

ータ総数 4B3 例.そのうち.sk 動詞は 105 例であった 2).その内訳は

再帰76例,相互24例,能動5例であった.以下にエツダ神話詩での一sk

動詞の分析例をいくつか示してみる.動詞データを・sk 動詞,その意味,

用いられている場所,主語,補語,目的語,用いられている文脈の順

にあげ,その後に例の説明,判断基準を述べる.なお,動詞データ中

の場所の略称は以下の通りである.



AI"V(=Alvissm五D, GRM(=Grimnism会D, GRI(=GrouaS6ngr), HAV(=H五Vamal),

HDI.'(=Hyndluli60), HRBI"(=HarbarδSli6δ), HYM(=HymiskYi0田, LS(=Lokasenna),

RI(=R珸Spola), SKM(=skirnismal),1RK(=prymskviδa), VM (=vafp,Ⅱ6nismaD,

VSP(=V61USP幻

*作品名の後に韻文部分には節番号,行番号,散文部分には出現順を示すため

に便宜上割り当てたアルファベットが付けてある.

エッダ神話詩での全ての一sk 動詞データを末尾に参考資料として

挙げることとする.

堀井祐介:古ノルド語、sk動詞について

再温

エッダ神話詩中の一sk動詞を,上でも述べたように「主語がその動作の

目的語である場合」,「動作主自身に帰する(動作主に関与する)行為であ

る場合」を判断基準として分類すると,76例が再帰用法であると考えられ

る.なお,一部再帰形しか持たない動詞も再帰用法として分類した.

Ieg幻ask 19.3RT

(ヘイム1主三言吾 hann レ

住補語X
"("目的語

Iext.2 reisfr会borδi,
reδ at sofna;Text・1

meirr *1agδiz hannIext

Iexd mi6rar rekkiu,
Text2 en 五 hHδ hV五ra

この leg幻ask は,神へイムダツルがりーグと名乗って旅をし,立ち

寄った先で王侯,自由農民,奴隷の祖先が誕生する話の中で用いられ

ており,「リーグが(夫婦の間の)ベッドの真ん中に横たわった」とあ

る. 1e能ja は他動詞として「横たえる」を意味する.この文脈での

Ieggjask は「自らを横たえる」すなわち「横たわる」であり,動生主

意味横たわる
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場所 GRM Anefnask

三も言吾 Sa (オージ
(グリームニル(=オージン))1;昔言吾 Grilnnir

目的語 "("
Text・2 inn mesti h6g6mi at Geirt6δr V記ti eigi matg6δr. ok b6
Iext・1 1記廿 hann handtaka pann mann er eigivHdo hundar a

r五δa. sa var i feldi blam ok *nefndiz Grimnir, ok sagδiIext

ekki aeita fra S6f, b6tt hann V鶴ri at spurδr. Konungr letIextl

Iext2 hann pina tilsagna ok setia mi11i elda tveggia, ok sat hann

自らの晶貭する王ゲイルロズの悪い噂を聞いたオージンが,その噂の

真偽を確かめるために姿を変えてゲイルロズを訪ねていく.その時に

五

意味名乗る

,

^

であると考えられる

)
)

所
ヅ
場
ダ

こ



自らをグリームニルと「名乗る」. nefna は他動詞として「名前を付け

る,呼ぶ」を意味する.ここでの nefnask は「自らを名付ける」すな

わち「名乗る」であり,

る」壬盡であると考えられる

相互

「主語が複数形であり,かつそれらの主語が互いに関与・作用して,

いる場合」を相互と考えると,エッダ神話詩中では 24 例の一sk 動詞

が相互用法であると考えられる.

意味戦う VSP

IDUN V01.14

45.1berjask
主語Br鴎δr
補語X
目的語

r6m sigt=i=vaIext、2

Text.1

Br伐δr muno *beriazIext

Ok at b6nom ver6a<Z>,Textl

Iext2 muno systrungar

この berjask は,「巫女の予言」の中で,世界滅亡の直前に世の中が混

乱している様子を描いている部分で用いられている.berja は他動詞と

して「殴る」という意味があり,それが、sk 動詞となって「冗●1'左豆数

形ユ_力Eお^殴り合う」すなわち「戦う」という意味で用いられて

いると考えられる.

2000

見つ

59.4

三五

場所
(兄弟たち
住
X (X

finnask

ヨ三言吾 Vit
補語X
目的語
Iext・2

Iext・1

Iext

Textl

{Harbarδr kvaδ:}>IeX口

この fjnnask は,ハールバルズルという渡し守に姿を変えた,北欧神話

の主神であるオージンが,対岸へ渡してくれるように頼んだ,一番力

強い神であるソールをさんざんからかい,結局その頼みを聞き入れな

かった.それに対してソールが捨てぜりふとして「もし再び会うこと

になったら船に乗せて対岸へ渡さなかったことを後悔させてやる」,

と述べている中で用いられている. finna は他動詞として「見つける」

、ー

^

場所 HRBL意味会う
(ソール,オージン
住
"("

a11Z po mer sk鵡tingo einni svarar;
Iauna mun ek bel farsynion,
ef vit *finnomk i sjnn annat!

レ

17フ

いを意味し,ここでは「

ける」すなわち「会う」ことを意味している

)
)



能動

「ある状態にする,ある状態をもたらす」という意味を表す動詞が、sk

形になった場合で判断するとエッダ神話詩中では 5例が能動用法に,

分類される.

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

141.1fr記Vask HAV

三1三言吾 ek
補語X
目的語
Text・2 ausinn0δreri

Iext・1

Da nam ek *fr記VazIext

Ok fr6δr veraTextl

Ok vaxa ok vel hafaz;TeX口

この fr記Vask はオージンが知恵の蜜酒を飲んだ後で,「豊かになる」

という場面で用いられている. fr記Va は能動で「豊かにする」を意味

意味豊かになる

能 こナ

178

し,、sk 形になることで「飽

受動

・sk 動詞が受動用法で用いられる伊」はごく一部の限られた動詞に対

してであり, N兇aardES でも述べられていたようにエツダ神話詩中に

は受動用法で用いられている一sk動詞は見られなかった.

場所
(オ'^ジン
住
X ("

5.おわりに

以上,非常に簡単ではあるが,古ノルド語における、sk 動詞について

形態と用法の 2点について,はじめに古ノルド語を扱った 4冊の文法

書の記述をまとめた.形態的には動詞の能動形に再帰代名詞の短縮形

が接辞として付けられたものであり,用法としては再帰,相互,能動,

受動の 4つに分類できると考えられる

次に,エツダ神話詩で用いられている 105 例の・sk動詞についてこ,

の4つの用法のどれに該当するのかを分類した.

文法書の記述をまとめることはすでに長年行われてきた有効な研究方

法である.今回はそれに加えて,まとめた内容を包括的なデータベー

スに基づく実例で検証した.コンピュータデータベースを利用するこ

のようなコーパス言語学的研究は,英語などでの大規模なデータベー

スを利用した辞書作成などでその有効性が確認されているが,古ノル

ド語のような現在使われていない,またデータ規模としては小さい言

語に対する研究ではさらに有効であると考えられる.今後も古ノルト

語データベースを充実させ研究を進めていきたい.

」という意味になっているナ



(1)エッダ神話詩とは,「エッダ詩集」の中で特に神々を題材とした
ものを指す.「エッダ詩集」は大きく分けてこの神話詩ともう
ーつ英雄を題材とした英雄詩とに分けられる.「エッダ詩集」と
は特定の作者によって書かれたーつの作品の名前ではなく古西,

ノルド語によって書かれた類似の形式,内容をもつ韻文作品に対

して用いられる総称である.この「エッダ」という名前は,中世
アイスランドを代表する文人のスノッリ・ストゥルルソンが 1220

年頃に書いた古西ノルド語韻文入門書『エヅダ』写本から来てい
る.

(2)今回分析に利用した動詞データベースは,北欧神話文献資料にお

ける動詞の用法分析の目的で作成したものであり,「エッダ詩集」,
スノッリ・ストゥルルソンの『ギュルヴィの惑わし』,『ユングリ
ンガ・サガ』を対象としている.動詞のデータ総数は 15426 例で
ある.以下に挙げる刊本を使用した.

Helgason, J6n (udg.).1971.五ddodi81e l. Voluspd, Hd地悦dl

Kφbenhavn. Ejnar Munksgaard.

Helgason, J6n (odg.).1971. Eddodi8te 11. G"d'di8te. Kφbenha"n

Ejnar Munksgaatd

Helgason, J6n 印dg.).1971.五dd"di81.111. H.11'digル fφお1' d'1

Kφbenhavn. Ejnar Munksgaard

Holtsmark, Anne & J6n Helgason (udg.).1976. snorri S地rlus011

EDDA. Gy1αfα8iππiπ8 08 Prosaforte11iπ8eπe αν Skdldskaparnldl

Kφbenhavn. Ejnar Munksgaard

Wessen, Elias (ud8.).1952. S"0πi st川IUS0πγNGιINGASAGA

Kφbenhavn. Ejnar Munksgaard

IDUN V01.14 ・ 2000
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再帰76例

6δlask 意味得る

主語
補語
目的語
Text・2

Text・1

Iext

Textl

TeX口

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

br6gδUm beitti
Ok betr kunni;

ba *6δlaδiz

Ok 卜五 eiga gat

Rigr at heita,

場所

コン

参考資料

6δlask

主韮

補=

目的語
Iext,2

Text・1

Text

Textl

Text2

RT

意味得る

即
XX

五StlT minar

(L五ttU ヤer af h6ndom
hringa raUδa,

ef レ0 *661az viⅡ
会Stlr minaT,

五Stlr minar,

45.5

breifask
主語
補語
目的語
Text、2

Iext・1

Iext

Textl

Text2 0k hann pat orδa

意味bykkjask
主語 Osnotr maδr

補語 X
目的語 X
Iext・2

Text、1

Iext

Iextl

Iext2

場所

フレイ

HAV

意味探す

Iarδar burr

Sk6r nam at dyia,
r6δ larδaT bun

Um at *breifaz.

TRK

スリュムの姉の好意

29.フ

場所 TRK

ソール

28.1

1.8

Osnotr maδr

*bikkiz alt viね,
ef hanΠ五 S6r i va vero;

hitki hann veit,

意味思、う

人Sa

Fr6δr ( 賢い
X

P6tt hann m記litil mart

180

Pykkjask
主毛
補語
目的語 X
Text・2

Text・1

Text

Texu

Text2

思う 場所

愚か者

HAV

Fr6δr sa *bykki2

er fregna kann

Ok segia it sama;

26.2

場所

)
)
)

X
X

(
(
(

X
 
X
 
X

ヤ
)

(
(

X
X

X
X

X
節

)
)
)



bykkjask
主拓

補語

目的語
Text、2

Text、1

Text

Iextl

Iext2

思う意味

多くmargT

fr6δr ( 賢い
XX

Skala maδr annan hafa,

b6tt til kynnis komi;

mar8r b会 fr6δ「*ヤikkiz,

ef hann fTeginn erat

Ok n五i hann burrfia11r bruma.

IDUN V01.14 ・ 2000

意味Pykkjask

主語 X

補語釦δi部(
目的語 X X

Text"2 f6r ek einn saman;

Text・1 b会 VaTδ ek vi11r vega;

aU6igr *P6ttumzIext

Ttxtl erek annan fann;

Iext2 maδτeT mannz gaman

場所

の人

HAV 30.4

思う場所

オ、^ジン

幸せな)

意味bykkjask

rekkar (主ヨ五

11倉言吾 er

目的語 bat
Text・2 gaf ek velH at
Text、1 tveim tr6m6nnom

rekkar pat *P6ttuzText

Textl er beir rift h6fδ0;
Text2 neiss eTn6kkviδr halr

HAV 47.4

思われる

木の人形

bykkjask

主語 X

補語

目的語 X

Text・2

Text.1

Text

Textl

TeX口

Unna

場所

意味

AptT ek hvarf

Ok unna *P6ttomz

Visom vHia fr会;

hitt ek hugδa

意味ブツブツつぶやく

愚か者)hann (

K6Pir afglapi,

er til kynnis k6mr,

*ヤylsk hann um e6a レNmir;

aH et senn,

ef hann sylg um getr,

HAV

思われる

オ'^ジン

愛する)

byljask

主語

補語

目的語
Iext、2

Iext・1

Text

Iextl

TeX口

49.4

X

場所 HAV 99.2

場所 HAV 17.3
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alask

主韮

補語

目的語
Text・2

Text.1

Iext

Iextl

Text2

意味食べる

einheriar

XX

hvat ( 何を

geska bezt;

en pat fair vito,
<Viδ> hvat einheriar *alaz.

意味

61

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

場所

alask

主証

補語

目的語
Text,2

Text・1

Text

Textl

TeX口

Gera ok Freka

182

VM

GRM 18.6

エインへりヤル)

意味生まれる

伐Ztir kappar

Da8r 会tti P6ru

drengiam6δUT;

*61Uz i 記tt bar

mztir kappar

FTa6ma汀 ok Gyrδr

意味生まれる

aldir ( 人類

morgind6ggvar

bau ser at mat hafa;

Paδan af aldir *alaz

alask

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Textl

Text2

49.6

場所

素晴ら

HDL 18.3

しい戦士たち

alask

主毛

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Textl

TeX口

{06io"} kⅦ辻

意味生まれる

ノb記r

場所 VM

hamingior einar

beira i heimi ero,

b6 ヤ記, meδ i6tnom *alaz.

45.6

berask

主語

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Textl

Text2

場所

ルンたち

0δinn kva6

注がれる 場所 LS A

ビール)
X

X

Freyr, Byggvir ok Beyla. Mart V釘 Par 五Sa ok 会lfa.圧gir

含ttitV五 bi6nustomenn, Fimafengr ok Elder. par var

IysigU11 haft fyrir eldzli6S; si創ft *barsk bar 61; par var

gTi6astaδr miki11. MenΠ 10f060 mi6k hvetso g6δir bi6nustomenn

A三gis V6ro. Loki m会tti eigi heyra pat, ok drap hann

)
)

X
X

)
)
)

X
X

X
X

X
X

X
X

(
(
(

X
X

X
X

(
(
(



bifask

主語

補語

目的語
Text・2

Text.1

Text

Textl

TeX口

意味震える

i6rδ(

er ek heyri no til
Ossom r6nnoln l?

IDUN V01.14 ・ 2000

場所

大地

i6τ6 *bifaz,

en a11ir fyrir

Ski五lf丑 garδar Gymis

bifask

主語

補語

目的語
Iext、2

T母Xt・1

Text

Texu

IeX口

SKM

意味震える

a11τ会Sa salr

14.4

X

X

Ok fn五Sa=δ=i,

a11r 五Sa salr

Undir *bif6iz,

St6kk 卜at it mikla

men Brisinga:

意味着る

ek

場所

bindask

主語

補語

目的語
Text・2

Iext.1

Text

Textl

Text2

TRK 13.4

アースの館

X

br6δar lfni

(Mik mun0 記Sir
argan ka11a,
ef ek *bindaZ 1記t

br0δar lini!)

場所

ソール

eaask

主語

補証

目的語
Iext.2

Text・1

Text

Textl

Text2

X

TRK 17.5

花嫁衣装

場所意味同盟する

hann ( ハールヴダン

XX

Eymund,伐Ztanmanna (
meδ himins skautum

183

*Efldiz hann vi6 Eymund,

(鷺Ztan manna,

en hann <V会> sigtrygg

意味得る場所
ノ

Osnotr maδr

XX

f6, ni6δS mun06 (

eignask

主語

補語

目的語

Text・2

Text・1

Iext

Textl

TeX口

HAV 79,2

愚か者)

富,女性の愛

HDL

Osnotr maδr,

ef *eignaz getr

f6 e6a fli66S mun0δ,

metna6r h五nom br6az,

エイムンド

15.1

X
X

X
X

)
)

X
X

(
(

(
(



eignask
主証

補毛

目的語
Text、2

Text・1

Text

Textl

Iext2

意味得る 場所

hann ( ヤルル

XX

6δalV611U, aldnar byggδir

Sitt 8af heiti,
Son kve6Z eiga;

bann baδ hann *eign丑Z

6δalV611U,

6δalV611U,

Undrsamligar

8UⅡnar t6flor

i grasi *finnaz,

b記rs i ardaga
会ttar h6f60
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f鴨rask

主語

補語

目的語
Text.2

Text.1

Text

Textl

IeX口

場所 VSP

黄金の駒

RT

意味身につける

hafTadr6ttinn (
XX

a11ra 五Smegin
Har6r reiS 会 kne

hafra dT6ttinn,

*f伐rδiz a11ra

I asmegln;

heiH var karli

36.フ

先祖伝来の土地,古い士地

faⅡask

主語

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Texa

Text2

61.4

場所

ソール

アースの力

184

意味忘れる場所

HYM

Sogur

16ng tiδindi!

Opt sitianda

S6gur um *faⅡaz,

Ok liggiandi

Iygi um be11iT.)

意味ある場所

i6rδ,upphiminn (

31.3

finnask

主郵

補語

目的語
Text、2

Text.1

Text

Textl

Text2

X

TRK 10.6

Vara sandr ne S記r

ne svalar unnir,

i6r6 *fann2 記Va

ne upphiminn,

gap var glnnunga,

意味見つけられる

gU11naTt6flor (

finnask

主語

補諏

目的語
Text,2

Text・1

Text

Textl

Text2

VSP

大地,

3.5

天

)
)

し
X
話

(
(
(

X
X

X
X

(
(

X
X

X
X

(
(

X
X



firrask

主語

補語

目的語
Iext、2

Text.1

Iext

Texu

Text2

場所意味避ける

firar ( 人々

XX

forn r6k (
hvat it 記Sir tveir

drygδU6 i 会rdaga;
*firriZ 記 fom r6k firar.

50.2
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141.3

LS

古代の出来事

gaogask 意味破られる
主語 ei6af, orδ,S鵡「i, ma16Ⅱ
補語 X

目的語χ
Iext、2

Iext,1

Text

Texn

Text2

Hrymr ekr austan,

* hefiz lind fyrir;

Snyz i6rmungandr

ii6tunm6δi;

{Loki kⅦδ才>

hann sialdan sitr

er hann slfkt um fregn !

含*gengoz eiδar,

Orδ ok S伐ri,

m創 6Ⅱ meginlig,

場所gerask 意味来る
軍隊晝三言吾 e丁

補語 X

目的語 X
Text・2

Text・1

Text

Texn

Iext2

25.6

185

場所 VSP

誓い,

{H計bar6r kvaδ:}>
Ek vark i hernom,

er hingat *g6r6iz

gn記fa gunnfana,

geiT at ri6δa

意味栄える

ek

,

26.5

言葉,誓い,約束)

VSP

ユム

hafask

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Texn

TeX口

HRBL

X

40.2

X

D五 nam ek fr記Vaz

Ok fr6δr vera

Ok vaxa ok vel *hafaz;

Orδ mer af oTδi

Orz leita6i,

意味持つ 場所

Hrymr ( フリ

XX

楯Iind (

hafask

主語

補語

目的語

Text・2

Text,1

Text

Iextl

IeX口

HAV

ン

)
)

X
X

(
(

)
)
)

X
X

(
(
(

ジ

所
一
場
オ

)
)

X
X

(
(
(

)
)



hvnask

主語

補語

目的語
Text・2

Text.1

Text

Texu

IeX口

意味休む

hendr (

daprt er at Fr66a!
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Hendr skulo *hvilaz,

ha11r standa mun,

ma】it he" ek firir mik

意味hyg幻ask

主語 Osnia11r maδr

補語 X

目的語 X
Text、2

Iext.1

Text

Textl

IeX口

GRT

X

意味動く場所 LS G

ロキ)hann (

draup par 6r eitT. sigyn kona Loka sat bar ok helt

munnlaug undir eitrit. En er munnlaugin var fU11, bar

h6n 6t eitTit; en meδan draup eitrit a Loka. pa *kiptiz

hann sV五 hart viδ, at baδan af skalf i6r6611; bat ero no

ka11aδir landskia<1>P捻r.

17.1

Osnia11r maδr

*hyggz muno ey lifa,

ef hann vi6 Vig varaz;

en e11i gefr

意味

hvatr (
X

Vega P6 gakk,

ef po <V>rei6r ser,

*hyg8Z V鵠tr hvatr fyTir.

107.1

思、う

hyg幻ask

主語 X

補語

目的語 X
Text.2

Text.1

Text

Iextl

Text2

場所

臆病者

HAV

{160no} k松6:

kaupask意味変える
主語 X

補語 X

目的語 X
Text、2 SV会 h記tta ek h6fδitil

Iext・1

Iext

Texu

TeX口

16.2

思う

ブラギ

勇敢な

場所

186

LS 15.6

Vel *keyptz Htar

hefi ek vel notit,

f五S er fr660m vant;

場所

外見

kippask

主語

補語

目的語
Iext・2

Text、1

Text

Iextl

Text2

HAV

)
)
)

所場
手
 
XX

X

X
節

(
(

)
)
)

)
)
)

X
X

(
(
(

X
X

X
X



komask

主語

補語

目的語
Iext、2

Text・1

Text

Textl

TeX口

意味

N
X

出て来る

X

(Ek S1記 eldi
Of ivi6iu,

SV含 at po ei *kemz

会 burt he6丑n.)

π)UN

場所

ヒュンドラ

komask 意味いる

主語 ek

補語 X

目的語 X
Text・2

Text・1

Text

Textl

Text2 Harbar6rkvaδ

V01.14 ・ 2000

HDL

P6rr {kvaδ:}>
Ek mynda b6r ヤ五卜at veita
ef ek vi6r of *k伐miz

48.3

場所

ソール

kveδask 意味 言う

主語 X
補語 X

目的語 eiga+
Text、2 ronar kendi;

Iext・1 Sitt aaf heiti,

Text son*kveδZei8a;

Texn bann baδhann eignaz

Text2 6δalV611U,

意味kveikjask

主語 f叩i (

補語 X

目的語 X
Text.2 Brandr afbrandi

Iext、1 brenn unz brunninn er,

funi *kveykiz af funa;Text

Iextl maδrafmanni

Iext2 Ver6r at m五likUδr,

意味叫ぶ場所

m08r

X

=丑t=+(

Ok h会 g捻Si
Viδars land viδi;

en bar m6gT of *1記Zk
af mars baki

fr鴨kn =at= hefna f6δUr.

HRBL 33.2

RT

ムダッル

36.6

Iatask

主語

補語

目的語
Text、2

Text、1

Iext

Textl

TeX口

場所 HAV 57.3

GRM

ーザル

17.4
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1五t丑Sk

主鼻

補語

目的語
Tcxt.2

Text・1

Text

Textl

Text2

意味行う

Vali (

Verδr (
at+

Baldr er hne

Viδ banapofu;

bess *16tz vaH

Verδr at hefna,

Sins br6δⅢ

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

場所 HDL

ヴァーリ

価値がある

節

1会task

主江

補語

目的語
Text・2

Text.1

Text

Textl

Iext2

意味

即
b06it

29.5

mer

Lettarii m五】om

Vartu viδ Laufeyiar son,

Pa eT PO *1etz mer 五 be6 binn b0δit;

getit veT6r oss slfks,

ef ver g6rva sk010m

場所横たわる

ムダッルヘイ

場所 LS

スカジ)
招待する

ロキ)

Ieggjask 意味
主語 hann

補語 X

目的語 X
Text・2

Text、1

Text

Textl

Text2

52.3

reis fr五 borδi,

re6 at sofna;

meiTr *1ag6iz hann

miδrar rekkiu,

en a hli6 hV五ra

Ieggjask意味横たわ
主語 hann

補語 X

目的語 X

Text・2 Rigr kunnibeim

Iext・1 r含6 at segia;

meirr *1a8δiz hannText

Iextl miδrarrekkiu,

Text2 en 五 hliδhvara

行う

RT 19.3

る

ヘイ

Ieiδask

主語

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Textl

Text2

場所

ムダッル

意味

Inange

X

RT

良い事g0杜

f6gro skaldu heita
Ok lata fast vera;

*1eiδiz mange gott, ef getr

嫌う

5.3

場所 HAV

誰もない

Raδomk ヤer, Loddfafnir,

X

130.10

188
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Ietjask

主語

補語

目的語
Iext.2

Text.1

Text

Iextl

IeX口

意味

・δU

X

止める

X

0IT ertu, Loki,

SV五 at b6 er<t> 6rvlu,

hvi ne *1ezka6U, Loki?

bviat ofdTykkia

Veldr alda hveim,

IDUN V01.14 ・ 2000

場所

ロキ

Ieyoask 意味

主語 b釦
補語"

目的語 X
Iext,2

Text・1

Text

Iextl

Text2

LS

{vafbr0δΠir} kvaδ:
Lif ok LifbrasiT,

en bau *1eyn丑Z muno

i holti Hoddmimis;

morgind6ggν釘

m記lask 意味話す

主語 N
補語 X

目的語 X
Text"2

Iext・1

Text

Iextl

Iext2

47.3

隠れる 場所

リーヴ

VM

リ,

{vafpr0δnir kvaδ:}>
Hvf bo b五, GagnT会6r,

*m記】iz af g61fi fyrir?
farδU i sess i sal!

ba skal freista,

場所minnask意味思、い出す

主語鴇Sir ( アース神たち

補語 X X

目的語 me8ind6ma, Fimbultys fornar ronar
ンの古い魔術)

Text"2 0k um mo】dpinur
Iext、1 m五tkan d伐ma

<ok>*<minnaz><bar>Text

Textl <a><megind6ma>

TeX口 ok 会Fimbultys

場所"命gask 意味近づく GRM

ルロズゲイ主語加
補語 X X

オ、^ジン目的語 mik

Text、2 =of=ar ro disir,

Text,1 no knattu 06in si会,

*Π五lgaztu mik ef po megir!Text

Textl

Text2 06inn ek no heiti,

45.2

ヴスラシル

場所

オージ

VM

ン

9.2

189

VSP 60.5

大いなる出来事,オージ

53.6

)
)
)

X
X

(
(
(

)
)

X
X

(
(
(

)
)

X
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nysask

主語

補毛

目的語
Iext・2

Text・1

Text

Textl

Iext2

意味様子を窺う

fT6δra hverr

堀井祐介:古ノルド語、sk動詞について

eyrom hlyδir,

en augom sk0δar;

Sva *nysiz fr66ra hverr fyrir.

nefnask

主語

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Texn

Text2

Hinn er S鴇Π

場所

賢い人

意味名乗る場所 GRM

オ、^ジンS五

GTimnir ( グリームニル

XX

inn mesti heg6mi at Geirr66r V記ri eigi matg6δr. ok b6

1記tt hann handtaka ヤann mann er eigi vildo hundar a

r五6a. S会 Var i feldi b1五m ok *nefndiz Grimnir, ok sag6i

ekki fleira fra ser,ヤ6tt hann V記ti at spurδr. Konungr let

hann pina til sagna ok setia milH elda tveggia, ok sat hann

意味名乗る場所 10.6

gengilbeina
シールPif

HAV フ.6

nefnask

主語
補語

目的語 X

Text.2 armrS61brunninn,

Text・1 ni6rbiogt er nef,
Text *nefndizpfr

Texn

Text2 Miδraaetia

nefnask

主語

補語

目的語
Text.2

Text.1

Text

Textl

Text2

RT

女性

X

意味名乗る場所 RT A

einhverr af会Som ( ヘイムダッル)

ヘイムダッル)Rigr
XX

Sva segia menn i fornum S6gum at einhverr af asum,
S五 er Heimda11r h6t, f6r fer6ar sinnar ok fram meδ

Si6Varstr6ndu n6kkurTi, kom at einum hosab伐 ok *nefndiz

Rigr. Eptir peiri S6gu er kV記δi pett丑

RT

ムダッル

4.12

190

血δask 意味行く

主語 hom (

補語"

目的語 X

Iext・2 kr五Sa beztr;

Iext・1 reis hann upp baδan,
*reδZ at sofnaIext

Textl

Iext2 Rigrkunnibeim

場所

ヘイ

ン、

A
 
)
オ

X
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X
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)
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打"ask 意味倒れる
主語 regln

補語 X

目的語 X
Text"2 en iDr06heimi

Text.1 SkalP6rr vera,

Text unzum *riofazre8in,
Textl

Iext2 Ydalirhei捻,

IDUN V01.14 ・ 20W

場所

神々

rjofask

主語

補語

目的語
Iext.2

Text.1

Text

Texn

TeX口

Var6 af peim meiδi

er m弐r *syndiz,

harmflaug h記ttlig,
H66r nam ski6ta

GRM

意味

regln

X

4.6

66.8

滅ぴる

X

Ulf se ek liggia

会r6Si fyrir,

Unz *tiofa2 regin;

トVi mundU 11記St,

"oma bo no beg廿,

意味滅びる場所

神々regln

場所 LS

アース神たち

rjofask

主語

補語

目的語
Text.2

Text・1

Text

Textl

Text2

413

hvat ver6r 0δni

at aldTlagi,

レ会 er *riofaz re8in?

S6kkvask

主語 h6n

補語 X

目的語 X
Iext"2

Text.1

Text

Texn

Iext2

VafbT0δniT kvaδ:

意味沈む

巫女

VM 52.6

fly8r V6Ⅱ yfir -
Niδh6ggr n会i
no mun h6n *S6kkva2

191

Sy船Sk 意味
11三言吾 er

補語 m碕r

目的語 X

Text、2

Text.1

Iext

Texu

Iext2

場所

VSP 32.2

VSP

場所思われる

やどり木

細い)
X

)
)
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X
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X
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)
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Seilask

主語

補語

目的語
Iext・2

Text.1

Text

Textl

Text2

意味

ek

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

手を伸ばす

ソール

Harbarδr inn ra名i!

ek mynda ヤik i hel drepa,
ef ek m記tta *seilaz um sund

Seilask 意味

主語 N
補語"

目的語 X

Text"2

Text.1

Text

Textl

Iext2

Harba「δr kvaδ

場所 HRBL

H会rbarδ「 kvaδ:

Hvat skyldir P6 Um sund *seilaz.

er saklr ro a11Z 6ngar?

Hvat vann加 P会, P6rr?

Setjask 意味座る場所 RT

主語 シールh6n

補語 X

目的語 X

Text・2

Text・1

Text

Textl

Iext2

手を伸ぱす

ソール

273

場所 HRBL

Miδra aeti丑

meirr *setti2 h6n;

Sat hi会 henni

S0乃r hos<S>;

意味座る

hann (

Rigr kunni beim

r五6 at segia;
meirr *settiz hann

miδra fletia,

en a hliδ hV且捻

28.1

Setjask

主語

補語

目的語
Text・2

Iext・1

Iext

Textl

TeX口

192

11.2

場所

ヘイ

Setjask

主語

補語

目的語
Text"2

Text・1

Text

Iextl

IeX口

RT

ムダッル

意味座る

hann (

Rigr kunni ヤeim

r会6 at segia;
meirr *settiz hann

mi6ra aetia,

en a hliδ hV五ra

33

場所

ヘイ

RT

ムダッル

30.3
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Skj6task 意味
主伍 弧δr

補語 X

目的語 X
Text・2

Text.1

Text

Textl

TeX口

落ちる

f i6tunm66i;

Skulfu skaptre,

*skautZ 1116r ofan,

hraut hinn h6fgi
ha11r sundr itvau.

IDUN V01.14 ・ 2000

場所 GRT

石臼の台

Skj6task意味潜り込む
主語 aoi亘( 多く

補語"

目的語 X
Text"2 Rant at 06i

Iext・1 ey breyiandi,

*skutuZ ト=e=r fleiriIext

Textl undfyrirskyrtu;

Text2 hleyprヤ0, eδIvina,

意味見渡す場所

人

23.6

Sk0δask

主語
補証

目的語
Text・2

Iext・1

Text

Textl

Iext2

193

場所

の人

Gattir a11ar

五6T gangi fram,

Um *sk0δaz skyh,

Um skygnaz skyli;

Pviat 6Vist er at vlta,

意味見渡すSkygnask

主姦 人

補語 X X

目的語 X X

Iext・2 aδr gangifram,

Text・1 Um sk06a2 Sky11,

Um *skygnaz skyli;Iext

Iextl pviat 6Vist er at vita,
Text2 hvar6ViDir

HDL 47.3

X

HAV

X

1.3

Sn6ask

主語

補鼻

目的語
Text.2

Text・1

Text

Textl

TeX口

ALV

場所

13意味帰る 場所

花嫁br0δr (

(Bekki breiδa,
no skal brⅡδr me6 mer

heim i sinni *snoaz!

Hratat um m記gi

mun hveirom bikkia;

HAV 1.4

X
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X
X

)
)
)

(
(
(

X
 
X
 
X

)
)
)

(
(
(

)
)
)

X
X

X
X



Snoask

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Iext

Texn

TeX口

意味もだえる

i6rmungandr

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

Hrymr ekr austan,

hefiz lind fyriT;

*snyz i6rmungandr

f i6tunm66i;

Ormr knyr unnir,

Steypask意味

主語 Konungr
補語 X

目的語 X
Text,2

T電Xt・1

Iext

Textl

Text2

場所 VSP

ズガルズ蛇ミ

kominn, st6δ hann upp ok vilditaka 06in fr五 eldinom.

Sver6it slapP 6r hendi h五nom, visso hi61tin niδr. Konungr

dr丑P f伐ti ok *steyptiZ 五fram, en sver6it st6δ i g6gnom h丑nn,

Ok fekk hann bana.0δinn hvarf P五. En Agnarr var bar

konungr len8i siδan.

Steypask意味落ちる場所 45.10VSP

Ver61d ( 世界主郵

補語 X

目的語 X

Text.2 Skildir ro klofnir,

Text.1 Vind61d,varg61d,

Text iδrver61d*steypiz;

Textl munengimaδr

Text2 66rombyrma

場所Ve8ask 意味切りかかる 8.5SKM

三主三言吾 er

補語 X

巨人族)目的語 i6tna 記tt

Visan vafrloga,Iext・2

Ok bat sverδText.1

er si五lft *vegizText

Viδ i6tna 記ttIextl

TeX口

倒れる場所 GRM B

ゲイルロズ)

50.3

er

SKM 9.5

Visan vafrloga,

Ok bat sverδ

er si創ft mun *vegaz,
ef sa eT horskr er hefir

Vegask

主語

補語

目的語
Iext・2

Iext・1

Iext

Textl

IeX口

194

場所意味切りかかる
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意味十分であるVinnask

1主言吾 er
補語

目的語 X

Text.2

Text・1

Text

Iextl

Text2

bess kann maδr mi6t,

Ok bess vi6ar

er *vi11naz lnegi
m五1 0k missere.

IDιIN V01.14 ・ 2000

相互24例

場所berjask 意味戦う VSP

兄弟た ち主語 Br伐6r

補語 X
目的語 X

Iext、2 r6msigt=i=va.
Text・1

Text Br伐δrmuno*beriaz

Iextl ok atb6nom verδa<Z>,

Text2 munosystTungar

意味混ざる場所blandask

11三言吾 er

補語 X

目的語 Sk山om (

Text、2 V6romk, dvergr, at vitir・・,

Text、1 hV6 b丑U sky heita

Text erskorom*blandaz,

Textl heimihveriom i.)
Text2

場所 HAV 60.5

195

会う

45.1

finnask

主=

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Textl

IeX口

意味

Vlt

X

ALV

X

a11Z b6 m6r sk伐tingo ei乃ni svarar;

Iauna mun ek P6r farsynion,
ef vit *finnomk isinn anna"

17.5

場所

ソール,

finnask

主語

補語

目的語
Iext.2

Text・1

Text

Tcxtl

TeX口

{H会rbarδr kvaδ:}>

意味会う場所

it Gymir ( ギュ

at mannzkis munom;

レ6 ek hins get,

ef it Gymlr *finniz,

VigS 6traUδir,

at ykr vega t{6i

HRBL

オージ

59.4

ン

SKM 24.5

ミル,スキールニル

)
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finnask

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Iextl

Iext2

意味戦う場所

Surtr, in sV五So g0δ
XX

戦いV1呂1

bins um freista frama,
hV6 S会 V611r heitir

er *finnaz vigi at

SUTtr ok in sV会S080δ

堀井祐介:古ノルド語・sk動詞について

finnask

主語
補語

目的語
Iext・2

Iext・1

Text

Textl

Text2

VM

意味戦う場所

Surtr, in Sν五So g06

17.5

スルト

X

Vlgl

06in"{k"a6:}>
Vigriδr heitir V611r,

er *finnaz vigi at

Surtr ok in svaso g0δ;
hundraδ rast丑

196

, やさしい神

finnask 意味 会う

主語記.廿(
補語 X

目的語 X
Text、2 fiska veiδir.

Text.1

Text *FinnaZ記Sir

Textl a 1δave11i

Text2 0k um moldbinur

X

戦い

VM 18.2

スルト

場所 VSP

アース神たち

g記task

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Iext

Textl

TeX口

, やさしい神

意味相談する

ginnheilogg06 (
XX

bat
会 r6kst61a,

ginnheilog g06,

Ok um bat *g記ttuz,

hvart skyld0 記Sjr

afr五δ gialda

意味相談する

ginnheilogg0δ(
XX

bat
会 T6kst61a,

ginnheilog g06,

Ok um レat *g記ttuz,

hverir hef6ilopt alt
1記Vi blandit

60.1

場所 VSP 23.4

聖なる神々(アース神)

以下の節

g記task

主碧

補語

目的語
Iext、2

Iext・1

Text

Iextl

TeX口

場所 VSP 25.4

聖なる神々(アース神)

以下の節

)
)

(
(

)
)

(
(

X
X



g記task

主語

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Iextl

Text2

意味相談する

ginnheilogg06 (
X X

Pat
会 r6kst61a,

ginnheilog g06,

Ok um bat *g記ttuz:
n6tt ok niδiom

n6fn um 8会fo,

41'3

ンへりヤル)

IDUN

場所 VSP 6.4

聖なる神々(アース神)

以下の節

g】eδjask意味お互いに喜ぶ
主語Ⅵ0廿( 友だち

補語 X X

目的語 Vapnom okV五60m
Text、2

Text・1

Iext

Textl

Text2

V01.14 ・ 2000

場所 VSP

アース神たち

V五Pnom ok va60m

Sk010 viniT *gleδiaz,

bat er 会 Si命fum synst;

Viδrgefendr ok erldrgefendT

意味戦う場所h6ggvask
誰主語 hvarytar

補語 X

目的語 X

SegδU bat et e11ipta,Iext・2

hvar ytar tonom iText,1

*h6呂8Vaz hverian da8Text

Iextl

Iext2

*HittoZ 記Sir

五 1δave11i,

PeiT er h6Tg ok hof

場所 HAV

フ.1

武器と服

41.2

h6ggvask

主語 <AⅡir>

補語 X

目的語
Text・2

Text・1

Text

Textl

TeX口

{vafbr06nir kvaδ:}>

意味戦う

<einheriar>

VM

X

<A11ir><einheriar>

<06ins><血num><i>

*<h6g8Vaz><hverian><dag>;

V丑I peiT ki6Sa

Ok riδa vigi fra,

意味 会う

197

40.3

hittask

主瓶

補語

目的語
Text・2

Text・1

Text

Textl

Text2

場所

alslr

X

VM

エイ

X

五rom at telia

)
)

X
X

(
(

)
)

X
X

(
(

(
(
(

X
X



m記lask 意味 語り合う

主語 X

補語 X

目的語 X

Iext・2 Fr6δr eTtu no, gestr,

Text・1 far bⅡ五 bekk i6加ns,

Text ok *m記10mk isessisaman,

Textl h6fδiveδia

Text2 Vitsk010m h6110 i,
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場所

オージンヴァ

rekask

主語

補語

目的語
Iext・2

Text・1

Text

Iexu

IeX口

意味

Gumnar

,

VM 19.3

フスルーズニル)

罵り合う

Inarglr

Gumn釘 margir

erosk gagnh011ir,

en at vir6i *<V>rekaz;
ノ

aldar r6g

bat mun 記 Ver丑,

意味言い争う

It tvelr 記Slr

XX

Sj五Sk

主語

補語

目的語
Text.2

Iext、1

Iext

Textl

TeX口

Sakask

主証

補語

目的語
Iext、2

Text.1

Text

Textl

Text2

場所

X

HAV

の人

S五ryr60m
Hviit 記Sir tveir

Sk010δ inni her

S五ryr60m *saka2?

LOP2ki bat veit,
at hann leikinn er

32.3

Sakask

主語

補語

目的語
Text,2

Text・1

Text

Textl

TeX口

198

罵りの言葉

場所

ロキ,

意味言い争う

Vlt elnlr

場所 RT

アジル,モージル

LS

プラギ

X

S五τy「δom

VeiztU ヤat, Eldir,
ef vit einir sk010m

Saryrδom *sakaz,

aUδigr verδa

mun ek f andsV6rom,

意味見つめあう

hi6n ( フ

g61f var str会t;
語加 hi6n,

*saz i augu,

Faδir ok M66ir,

fingNm atleika.

27.4

19.3

場所 LS 53

ロキ,エルディ ル

相手を傷つける言葉

)
)

X
X

X
X

(
(
(

く多
)
)

X
X

(
(

X
X

X
X

り

(
(

)
)



troask

主語

補語

目的語
Text、2

Text、1

Text

Iextl

TeX口

意味信じる

tveir (

bvfat ungir saman
V五rom i 五rdaga;
Vel m記ttim tveir *troask.
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場所

フレイ

Vegask

主語

補語

目的語
Iext・2

Text・1

Iext

Textl

Iext2

F門Ⅵ{kⅦδト

SKM 5.6

スキールニル

意味争う

it <V>reiδr

,

Braga ek kyrTi
bi6汀eifan,

Vilkat ek at it <V>Tejδir *ve8iz

場所

Verδask

主語
補江

目的語
Text・2

Iext・1

Iext

Textl

Text2

{Gefion} kvaδ

場所意味殺し合う

兄弟たちBr伐6r (
XX

b6nom ( 死

LS

ブラ

18.6

ギ,ロキ

Br伐6r muno beriaz

Ok at b6nom *verδa<Z>,

muno systrungar

Sifiom spi11a;

意味~である

Gumnar mar8ir

呂丑gnh0ⅡiT
XX

Verask

主毛

補語

目的語

Text・2

Iext・1

Text

Iexn

Iext2

VSP

32.2

GumnaT mar8ir

*erosk gagnh011it,

en at vir6i <V>rekaz;

aldar T6g

場所意味~である

Vi6rgefendT ok endrgefendr

友Vinir (
XX

ヤat e「会 Si五lfum synst;
Viδrgefendr ok endrgefendr
*eros=k= 1engst vinir,

ef bat biδr at vetδa vel

45.2

Verask

主語

もの

補語

目的語
Iext・2

Text・1

Iext

Iextl

TeX口

場所 HAV

多くの人

信頼できる

41.5

贈り物を返すものと贈り物を送る
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HAV

)
)

X
X

X
X

)
)

X
X

(
(

X
X

)
)

)
)

(
(



能動 5例

場所ヤr6ask 意味大き くなる

metna6r ( 自尊心主語

補語 X X

愚か者)目的語 ha"om (

Text・2 ef eignaz getr
Text・1 f6 e6a ai66S mun0δ,

metnaδr h会nom *br6a2,Text

Iextl enmanvitaldregi;

Text2 fram 8engT hann driogtidul.

意味豊かになる場所

ek
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46.2

X

Skapker
h6n skal

knaat so

fr記Vask

主語

補語

目的語
Iext.2

Text・1

Text

Textl

IeX口

200

X

HAV

X

ausinn 0δTeri

79.4

P五 nam ek *fr鵠Vaz

Ok fr6δT vera

Ok vaxa ok vel hafaz;

意味なる場所

XX

bo,f訂( 必要
それトess

SV五 ek pat af rist,

Sem ek bat 五 reist,

ef *g6ra2 barfar bess

GRM 25.6

ズルーンの蜜酒

gerask

主語
補語

目的語
Text"2

Ttxt・1

Text

Iexu

Text2

HAV

{Ge,翫 kva6:}>

kyndask意味燃える
mi6tUδr (主語

補語 X

目的語 X

Iext・2

Text.1

Iext

Iextl

IeX口

141.1

Eikbymir heitir hi6rtr,

SKM 36.フ

Leika Mims synir,

en mi6tUδr *kyndiz

at en<0> ga11a

Gia11arhornl;

意味絶える 場所

Soveig ( ヘイ

X

fy11a
ins skira miaδar,

Veig *vanaz

場所

運命

Vanask

主拓

補証

目的語
Text、2

Text・1

Text

Iextl

IeX口

VSP

)
)

ンジオ

X
X

(
(
(

)
)
)

X
X

)
)

X
X



Hvordan bruges 'sk・verber' i oldnordisk?
med eksempler fra gudedigtene i Eddaen

201

Nogle oldnordiske verber har specie11e former med hensyn til sk・endelse.

Ved at 1記Se fem grammatikker, del handler om oldnordisk, harjeg i denne

artikel vist, hvordan disse former blev dannet, og hvordan de bruges.1 de

fire grammatikker st含r der pa forske11ige m含der, at sk・formerne blev dannet

Ved at f仍je det refleksive pfonomen 'sik' til en aktiv form af verbet. Der

St含r ogS含, at nlk・endelsen kommer fra det personlige pronomen 'mik'(fφrste

Person, en仏1). om sprogbrug, dvs. hvordan sk・verber bruges, forklares P含

folskelHg vis, at dette sk・verbum stort set har fφlgende fire funktioner:1.

refleksiv,2. reciprok,3. aktiv,4. passiv. Den reaeksive funktion er den

OprindeHge funktion for sk・verbumet i forhold til dets dannelse. Den

reciprokke funktion kan bruges med subjektet i aertal. Den aktive funktion

Viser nogle inkoative handlinger, e11er at subjektet g含r over i en ny tilstand.

Den sidste funktion, passiv, bruges mest i 1記rd stil, og kun f含 Sk・verber

Viser denne funktion. Derefter har jeg analyseret sk・verberne i gudedigtene

i Eddaen og inddelt dem i gruppeT efter de 4 funktioner. ud af 4133 Verber

er der l05 Sk・verber i gudedigtene i Eddaen (reaeksive 69, reciprokke 24,

Passive 7, aktive 5)、 B含de P含 den traditioneHe made og P含 den moderne, dvs、

Ved at 1記Se de grammatikker og sammenfatte dem 08 Ved at analysere

korpuslingvistik, har je8 UnderSφgteksempler fra databasen Soln

Sk・verberne i oldnordisk. Begge dele fungerer godt nok, og den stoTe

muHghed for at kombinere traditione11弐Sning og moderne databaseanalyse

kan godt udnyttes.
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